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当
広
域
管
内
に
お
け
る
令
和
２
年
の
火
災

件
数
は
23
件（
昨
年
、
一
昨
年
と
同
数
）で
、
昭

和
47
年
の
広
域
消
防
発
足
以
来
２
番
目
に
少

な
い
件
数
と
な
り
ま
し
た
。

火
災
に
よ
る
負
傷
者
は
７
人（
前
年
比
４
人

増
）で
す
が
、
死
者
は
０
人
で
、
３
年
続
け
て

「
火
災
に
よ
る
死
者
ゼ
ロ
」
を
達
成
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

火
災
種
別
は
、
建
物
火
災
が
13
件（
前
年
比

２
件
減
）、林
野
火
災
が
４
件（
同
４
件
増
）、車

両
火
災
が
１
件（
同
２
件
減
）、船
舶
火
災
が
２

件（
同
２
件
増
）、
そ
の
他
火
災
が
３
件（
同
２

件
減
）と
な
っ
て
い
ま
す
。

出
火
原
因
別
で
は
、最
も
多
い
の
が「
電
灯
・

電
話
等
の
配
線
」（
４
件
）で
、次
に「
放
火
・
放

火
の
疑
い
」と「
こ
ん
ろ
」（
３
件
）と
な
っ
て
い

ま
す
。

月
別
で
は
、最
も
多
い
の
が
５
月
と
12
月
で

５
件
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
季
節
は
、空
気
が
乾
燥
し
風
が

強
く
、ち
ょ
っ
と
し
た
不
注
意
か
ら
林
野
火
災

が
発
生
し
や
す
い
時
季
と
な
り
ま
す
。

林
野
火
災
の
原
因
は
、た
き
火
や
た
ば
こ
の

投
げ
捨
て
な
ど
に
よ
る
も
の
が
ほ
と
ん
ど
で

す
。貴
重
な
財
産
を
守
る
た
め
火
の
取
扱
い
に

は
十
分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。（※

野
外
焼
却
は

法
律
で
原
則
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。）

令
和
２
年
の
救
急
出
動
は
３
０
７
７
件
で
、

２
７
３
３
人
が
搬
送
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、

一
日
平
均
8.4
回
救
急
車
が
出
動
し
、
圏
域
住

民
の
26
人
に
１
人
が
救
急
車
を
利
用
し
た
こ

と
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
ら
を
前
年
と
比
較
す

る
と
、
出
動
件
数
で
３
５
８
件
、
搬
送
人
員

で
２
６
２
人
の
減
少
と
な
っ
て
い
ま
す
。

事
故
種
別
で
は
急
病
が
全
体
の
約
66
％
、

年
齢
別
で
は
65
歳
以
上
の
高
齢
者
が
約
70
％

を
占
め
て
い
ま
す
。

ま
た
、
傷
病
程
度
別
で
は
入
院
加
療
が
必

要
な
中
等
症
が
約
49
％
と
最
も
多
く
、
次
に

入
院
加
療
を
必
要
と
し
な
い
軽
症
が
約
31
％

を
占
め
て
い
ま
す
。

令
和
２
年
の
出
動
件
数
３
０
７
７
件
の
う

ち
、
不
搬
送
が
３
５
５
件
あ
り
ま
す
。

そ
の
う
ち
緊
急
性
な
し
等
は
２
２
０
件
、

誤
報
・
い
た
ず
ら
等
は
35
件
あ
り
ま
し
た
。

本
当
に
救
急
車
が
必
要
な
方
の
た
め
に
、

限
ら
れ
た
台
数
を
最
大
限
に
活
用
で
き
る
よ

う
、
救
急
車
の
適
正
利
用
を
お
願
い
し
ま
す
。

宮
城
県
は
、
夜
間
・
休
日
の
急
な
病
気
や

け
が
で
、
救
急
車
を
呼
ぶ
べ
き
か
迷
う
と
き

や
、
応
急
処
置
の
方
法
が
知
り
た
い
と
き
の

相
談
ダ
イ
ヤ
ル
を
開
設
し
て
い
ま
す
。

看
護
師
等
が
、
受
診
の
必
要
性
や
医
療
機

関
を
案
内
し
ま
す
の
で
、
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

◆
お
と
な
救
急
相
談
　
＃
７
１
１
９

　
平　
日　
　
19
時
〜
翌
８
時

　
土　
曜　
　
14
時
〜
翌
８
時

　
日
曜･

祝
日 

24
時
間

◆
こ
ど
も
夜
間
安
心
コ
ー
ル
＃
８
０
０
０

　
毎　
日　
　
19
時
〜
翌
８
時

ご
自
宅
に
設
置
さ
れ
て
い
る
住
宅
用
火
災

警
報
器
は
正
常
に
作
動
し
ま
す
か
？
電
池
は

切
れ
て
い
ま
せ
ん
か
？
火
災
か
ら「
か
け
が
え

の
な
い
命
」を
守
る
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
維

持
管
理
を
徹
底
し
ま
し
ょ
う
。

住
宅
用
火
災
警
報
器
は
、設
置
か
ら
10
年
が

経
過
す
る
と
、本
体
内
部
の
電
子
部
品
が
劣
化

し
て
火
災
を
感
知
し
な
く
な
る
こ
と
が
あ
る

た
め
、本
体
の
交
換
を
推
奨
し
て
い
ま
す
。

「
設
置
か
ら
10
年
」
を
目
安
に
本
体
を
交
換

し
ま
し
ょ
う
。設
置
し
た
と
き
に
記
入
し
た

「
設
置
年
月
」ま
た
は
、本
体
に
記
載
さ
れ
て
い

る「
製
造
年
」を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

令
和
２
年
の
火
災
に
つ
い
て

３
年
連
続
「
火
災
死
者
ゼ
ロ
」
を
達
成

住
宅
用
火
災
警
報
器
の

　
　
　
維
持
管
理
に
つ
い
て

令
和
２
年
の
救
急
に
つ
い
て

救
急
電
話
相
談 

ご
活
用
く
だ
さ
い

林
野
火
災
の
防
止
に
つ
い
て

令
和
２
年
消
防
統
計

広
域
消
防

広域消防女性活躍推進
オリジナルキャラクター
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※入賞作品27点は、4月25日(日）までリアス・アーク美術館で展示されています。

※ 「題名」（撮影地）

氏名（住所）の順

最優秀賞：「気嵐の満船入港」（魚市場）

菊田　清一さん（気仙沼市）

第５回

気仙沼・南三陸

フォトコンテスト入賞作品決定‼
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緊急性なし等
220件

誤報等
35件
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32件

不搬送
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明らかな死亡
68件

「緊
急
で
す
か
？
本
当
に
⁉
」
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優
秀
賞

佳

　作

賞
候
補

※

「
題
名
」（
撮
影
地
）

　氏
名（
住
所
）の
順

※

「
題
名
」氏
名

　（住
所
）の
順

「気仙沼・魚町のシンボル」（魚町）
三浦　明彦さん（登米市）

「夏銀河」（サンオーレそではま）
小野寺　清春さん（南三陸町）

「アナゴ漁を終えて」（袖浜）
藤島　純七さん（仙台市）

「潮吹と龍の松」（岩井崎）
村上　淳さん（気仙沼市）

「朝霧」（廿一地区）
足利　義信さん（一関市）

「かなえおおはし」（小々汐）
村上　宏之さん（気仙沼市）

　「未
来
に
残
し
た
い
、私
た
ち
の
今
」を
テ
ー
マ
に
気
仙
沼
市
・

南
三
陸
町
で
撮
影
さ
れ
た
写
真
を
対
象
と
し
た
、
当
組
合
主
催

の
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
の
入
賞
作
品
が
決
定
し
ま
し
た
。
今
回

は
、
二
十
八
人
の
方
か
ら
六
十
七
点
の
作
品
を
ご
応
募
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　審
査
は
、
一
月
十
五
日
に
気
仙
沼
・
本
吉
広
域
防
災
セ
ン
タ
ー

で
行
わ
れ
、審
査
委
員
長
で
プ
ロ
カ
メ
ラ
マ
ン
の
斎
藤
秀
一
氏
（
斎

藤
秀
一
写
真
事
務
所
・
仙
台
市
在
住
）
よ
り
、「
震
災
直
後
か

ら
比
べ
る
と
全
体
的
に
か
ろ
や
か
な
写
真
が
多
く
な
っ
た
よ
う

に
感
じ
る
。
ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
応
募
数

が
少
な
い
と
思
っ
て
い
た
が
、
高
い
レ
ベ
ル
の
写
真
が
集
ま
っ
て
と

て
も
嬉
し
く
思
う
。
イ
ベ
ン
ト
の
写
真
が
少
な
か
っ
た
こ
と
だ

け
が
残
念
に
感
じ
た
。」
と
の
総
評
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

○第６回気仙沼・南三陸フォトコンテスト
　
○消防広報車及び可搬式小型ポンプ取得
　 （古町出張所）

○N.E.blood21   vol.76 ～ vol.77
　（東北・北海道在住の若手作家紹介シリーズ展）

○東日本大震災発生10年特別企画展開催
　事業

○リアス・アーク美術館円卓会議

令和３年度　予算の概要をお知らせします
令和３年２月９日に開かれた第218回組合議会定

例会において、『令和３年度一般会計予算』が原案

のとおり承認されましたので、そのあらましについて

お知らせします。

令和３年度の主な事業

歳出の主な内容

議会費　121万7千円（0.07％）
組合議会運営費

総務費　6,638万4千円（3.68％）
一般事務費、計画策定費、
リアス・アーク美術館企画展等

消防費　15億6,275万2千円（86.72％）
防災・消防・救急活動費・施設管理費等

教育費　1億859万3千円（6.03％）
リアス・アーク美術館施設管理費等

公債費・予備費　6,299万6千円（3.50％）
組合債の返済金等

※（ ）内は構成比

分担金・負担金
17億6,257万

7千円

県支出金
1,068万
8千円 

財産収入
7万

6千円
繰入金
2,036万
8千円

繰越金
100万円

諸収入
 205万
6千円

歳入

使用料・
手数料
517万
7千円

歳出

公債費
6,249万
6千円

教育費
1億859万

3千円

消防費
15億6,275万

2千円

総務費
6,638万
4千円

議会費
121万
7千円予備費

50万円

18億194万2千円
総
額

▽「
北
天
め
ぐ
る
軌
跡
」

　小
野
寺
清
春
さ
ん
（
南
三
陸
町
）

▽「
保
留
網
を
解
け
！
」

　菊
田
清
一
さ
ん
（
気
仙
沼
市
）

▽「
茜
色
の
岩
井
崎
」

　佐
藤
弘
志
さ
ん
（
気
仙
沼
市
）

▽「
初
詣
」
足
利
義
信
さ
ん
（
一
関
市
）

▽「
気
嵐
立
つ
朝
」

　菊
田
富
美
さ
ん
（
気
仙
沼
市
）

▽「
昔
な
が
ら
の
田
園
風
景
」

　藤
島
純
七
さ
ん
（
仙
台
市
）

▽「
開
通
待
つ
三
陸
道
」

　村
上
宏
之
さ
ん
（
気
仙
沼
市
）

▽「
気
仙
沼
湾
横
断
橋
」

　高
橋
太
治
さ
ん
（
石
巻
市
）

▽「
オ
リ
オ
ン
の
目
覚
め
」

　村
上
淳
さ
ん
（
気
仙
沼
市
）

▽「
目
覚
め
の
時
」

　村
上
淳
さ
ん
（
気
仙
沼
市
）

▽「
ど
ん
な
町
に
な
る
ん
だ
ろ
う
？
」

　佐
藤
正
行
さ
ん
（
南
三
陸
町
）

▽「
エ
モ
ー
シ
ョ
ナ
ル
気
仙
沼
」

　松
田
浩
平
さ
ん
（
北
海
道
）

▽「
海
風
が
こ
こ
ち
よ
い
」

　木
村
東
仁
さ
ん
（
一
関
市
）

▽「
希
望
の
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
ツ
リ
ー
」

　三
浦
明
彦
さ
ん
（
登
米
市
）

「いつまでも。」（宝鏡寺）
菊田　富美さん（気仙沼市）

「横断橋の釣り場」（小々汐）
佐藤　弘志さん（気仙沼市）

「竜に乗った少女砂像」（お伊勢浜）
大井　憲一さん（気仙沼市）

「早朝の気嵐」（魚市場）
菊田　清一さん（気仙沼市）

「霞の中煌めく」（安波山）
松田　浩平さん（北海道）

「虹色の魚市場」（魚市場）
吉田　真一さん（気仙沼市）
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　事業

○リアス・アーク美術館円卓会議

令和３年度　予算の概要をお知らせします
令和３年２月９日に開かれた第218回組合議会定

例会において、『令和３年度一般会計予算』が原案

のとおり承認されましたので、そのあらましについて

お知らせします。

令和３年度の主な事業

歳出の主な内容

議会費　121万7千円（0.07％）
組合議会運営費

総務費　6,638万4千円（3.68％）
一般事務費、計画策定費、
リアス・アーク美術館企画展等

消防費　15億6,275万2千円（86.72％）
防災・消防・救急活動費・施設管理費等

教育費　1億859万3千円（6.03％）
リアス・アーク美術館施設管理費等

公債費・予備費　6,299万6千円（3.50％）
組合債の返済金等

※（ ）内は構成比

分担金・負担金
17億6,257万

7千円

県支出金
1,068万
8千円 

財産収入
7万

6千円
繰入金
2,036万
8千円

繰越金
100万円

諸収入
 205万
6千円

歳入

使用料・
手数料
517万
7千円

歳出

公債費
6,249万
6千円

教育費
1億859万

3千円

消防費
15億6,275万

2千円

総務費
6,638万
4千円

議会費
121万
7千円予備費

50万円

18億194万2千円
総
額

▽「
北
天
め
ぐ
る
軌
跡
」

　小
野
寺
清
春
さ
ん
（
南
三
陸
町
）

▽「
保
留
網
を
解
け
！
」

　菊
田
清
一
さ
ん
（
気
仙
沼
市
）

▽「
茜
色
の
岩
井
崎
」

　佐
藤
弘
志
さ
ん
（
気
仙
沼
市
）

▽「
初
詣
」
足
利
義
信
さ
ん
（
一
関
市
）

▽「
気
嵐
立
つ
朝
」

　菊
田
富
美
さ
ん
（
気
仙
沼
市
）

▽「
昔
な
が
ら
の
田
園
風
景
」

　藤
島
純
七
さ
ん
（
仙
台
市
）

▽「
開
通
待
つ
三
陸
道
」

　村
上
宏
之
さ
ん
（
気
仙
沼
市
）

▽「
気
仙
沼
湾
横
断
橋
」

　高
橋
太
治
さ
ん
（
石
巻
市
）

▽「
オ
リ
オ
ン
の
目
覚
め
」

　村
上
淳
さ
ん
（
気
仙
沼
市
）

▽「
目
覚
め
の
時
」

　村
上
淳
さ
ん
（
気
仙
沼
市
）

▽「
ど
ん
な
町
に
な
る
ん
だ
ろ
う
？
」

　佐
藤
正
行
さ
ん
（
南
三
陸
町
）

▽「
エ
モ
ー
シ
ョ
ナ
ル
気
仙
沼
」

　松
田
浩
平
さ
ん
（
北
海
道
）

▽「
海
風
が
こ
こ
ち
よ
い
」

　木
村
東
仁
さ
ん
（
一
関
市
）

▽「
希
望
の
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
ツ
リ
ー
」

　三
浦
明
彦
さ
ん
（
登
米
市
）

「いつまでも。」（宝鏡寺）
菊田　富美さん（気仙沼市）

「横断橋の釣り場」（小々汐）
佐藤　弘志さん（気仙沼市）

「竜に乗った少女砂像」（お伊勢浜）
大井　憲一さん（気仙沼市）

「早朝の気嵐」（魚市場）
菊田　清一さん（気仙沼市）

「霞の中煌めく」（安波山）
松田　浩平さん（北海道）

「虹色の魚市場」（魚市場）
吉田　真一さん（気仙沼市）
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気仙沼・本吉地域広域行政事務組合
人事行政の運営等の状況について

　組合職員の任免、給与、勤務条件などの公平性及び透明性確保のため、地方公務員法及び
組合条例の定めにより、人事行政の運営等の状況について公表します。

１．職員の任免及び職員数に関する状況（特別職を除く）

（1） 職員数の状況

区　分

一般職

消防職

合　計

12（0）人

185（0）人

197（0）人

0人

3人

3人

0人

1人

1人

8人

4人

12人

20（0）人

185（0）人

205（0）人

H31. 4. 1現在
職員数

（うち再任用者数）

R2. 4. 1現在
職員数

（うち再任用者数）

H31. 4. 2～R2. 4. 1
失職者数 新規採用者数退職者数

４．職員数等の状況

（1） 一般行政職の級別職員数の状況
区分 １級

主　事

職員数

構成比

7人

35.0％

２級

主　事

3人

15.0％

３級

係　長
主　任

3人

15.0％

４級

主　幹

5人

25.0％

５級

副館長

1人

5.0％

６級

事務局
次　長

0人

0.0％

1人

5.0％

７級

事務局長
合計

20人

100％

標準的
な職務
内　容

３．職員給与の状況

（1） 職員給与費の状況（一般会計の当初予算）

区　分 職員数
（A）

給　　与　　費
給　料

２．人件費の状況（一般会計決算）

区　分
歳出額
（A）

千円

千円 千円 千円 千円 千円

千円 千円

令和元年度

205人令和２年度 706,674

職員手当

213,213

期末・勤勉手当 計（B） 
１人あたり
給与費
（ B/A ）

277,404 1,197,291 5,840

実質収支 人件費比率
（B／A）

人件費
（B）

2,229,457 16,238 1,486,564 66.7％

（参考）
H30年度の
人件費比率
67.3％

区　　　　分 平均給料月額

259,310円

286,632円

319,143円

327,564円

平均給与月額

301,506円

364,992円

420,458円

408,868円

平均年齢

42.1歳

35.0歳

42.2歳

43.2歳

（2） 部門別職員数の状況

※組合定数条例で職員の定数は211人となっている。

※１　職員手当には退職手当を含みません。
※２　特別職に支給される報酬は含みません。

※平均給与月額は平均給料月額に扶養手当、通勤手当、住居手当などの
手当を加えたものです。

一般行政
部　　門

消防部門

事務局

美術館

消　防

7人

13人

185人

205人

7人

5人

185人

197人

0人

8人

0人

8人

区　　分 職　　員　　数 対前年
増減数 主な増減理由

部　　門

（3） 年齢別職員構成の状況 （令和２年４月１日現在）

（2） 職員の平均給料月額、平均給与月額及び平均年齢の状況
（令和２年４月１日現在）

区分 計

職員数
（人）
構成比
（%）

20歳
未満

3

1.5

20～
23歳

17

8.3

24～
27歳

36

17.6

28～
31歳

38

18.5

32～
35歳

20

9.8

36～
39歳

17

8.3

40～
43歳

28

13.7

44～
47歳

24

11.7

48～
51歳

6

2.9

52～
55歳

6

2.9

56～
59歳

9

4.4

60歳
以上

1

0.5

205

100

（3） 職員の初任給の状況 （令和２年４月１日現在）

（令和２年４月１日現在）

５．職員手当の状況

（1） 期末手当・勤勉手当支給割合
区　分 手　当　の　内　容

７．職員の勤務条件、服務、研修等の状況

（1） 勤務時間（一般職の標準的なもの）
勤務時間

１日７時間45分

始業時間

午前８時30分

終業時間

午後５時15分

休憩時間
午後０時から
　　 午後１時

職制上の段階、職務の級等による加算措置：5％～15％

区　分

期末手当

勤勉手当

計

6月期

1.300月分

0.950月分

2.250月分

12月期

1.300月分

0.950月分

2.250月分

年　計

2.600月分

1.900月分

4.500月分

増減（対前年度）

0.050月分

0.050月分

支
給
割
合

期末手当
勤勉手当

（2） 退職手当支給率
区　分 手　当　の　内　容

１．その他の加算措置：定年前早期退職特例措置（2～20％加算）
２．1人あたり平均支給額：21,680千円

区　分

自己都合

勧奨・定年

勤続20年 勤続25年

19.6695月分

24.586875月分

28.0395月分

33.27075月分

勤続35年

39.7575月分

47.7090月分

最高限度額

47.7090月分

47.7090月分

支
給
率退職手当

（2） 消防職の級別職員数の状況
区分 １級

消防士

職員数

構成比

57人

30.8％

２級

消防士長

47人

25.4％

３級

主　任

19人

10.3％

４級

係　長
所長補佐 消防長

29人

15.7％

５級

出張所長
課長補佐
当直司令
主　　幹

20人

10.8％

６級
次　長
署　長
課　長
副参事
分署長
指揮隊長
12人

6.5％

1人

0.5％

７級

合計

185人

100％

標準的
な職務
内　容

（令和２年４月１日現在）

（令和２年４月１日現在）

（令和２年４月１日現在）

（3） 育児休業の状況（令和元年度）（3） 一般会計における特殊勤務手当
区　　　　　　分

（4） 一般会計における時間外勤務手当

令和元年度

平成30年度

全職種
支給実績（令和元年度決算）
手当の種類（手当数）
支給職員1人あたりの平均支給年額（令和元年度決算）
職員全体に占める手当支給職員の割合（令和元年度決算）

1,678,300円
7種類

11,988円
71.1％

（5） 一般会計におけるその他の手当
区分

扶養
手当

住居
手当

通勤
手当

内　　　　　　　　  容

１　配偶者・父母等：6,500円、子：10,000円
２　その他の扶養親族：１人につき、6,500円
３　特定扶養（満16歳～22歳までの子）：
　　　 １人につき5,000円加算
○　国の制度との異同：国と同じ

支　　給　　総　　額
職員１人あたりの支給年額
支　　給　　総　　額
職員１人あたりの支給年額

39,909,837円
216,901円

32,366,157円
177,836円

区　　分 初任給

一般行政職
大学卒

高校卒

大学卒

高校卒

182,200円

150,600円

208,600円

169,900円

区　　分 初任給

宮城県
（一般行政職）

大学卒

高校卒

大学卒

高校卒

189,600円

155,700円

182,200円

150,600円
消　防　職 国

（一般行政職）

（令和２年４月１日現在）
職　　　名 区分 報酬額

管　　理　　者
副　管　理　者

年額
年額

69,000円
60,000円

職　　　名 区分 報酬額

リアス・アーク美術館
協議会委員 日額 7,400円

ふるさと市町村圏計画広域
活動計画策定住民協議会委員 日額 7,400円

教育長
委　員教育委員会 年額

日額
48,000円
7,400円

弁　護　士
知識経験者

情報公開・
個人情報保護
審査会委員議　長

副議長
議　員

年額
年額
年額

日額
日額

日額

7,400円
8,300円

56,000円
48,000円
46,000円

議　会

議会選出
識見を有
する者 地方公務員法第三条第三

項第二号及び第三号に掲
げる特別職の職員

予算の範囲内
で任命権者が
定める額

監査委員

日額
日額

30,000円
7,400円

合　　計

令和２年度 令和元年度

一 般 行 政 職

消 防 職

宮城県（一般行政職）

　国　（一般行政職）

（令和２年４月１日現在）

（2） 休暇の種類など
種　類 内　　　　容

年次有給休暇 年20日付与
病気休暇 90日以内の必要な期間

その他の休暇 介　護　休　暇：通算して６ヶ月の範囲内で、３回を超えない範囲

特別休暇
（主なもの）

結　婚　休　暇：連続する７日以内
忌　引　休　暇：配偶者10日、血族の父母７日など
夏　季　休　暇：７月～10月までの期間において３日以内
産前・産後休暇：産前８週間以内の申し出た期間、産後８週間
育児時間休暇：１日１時間または１日２回、それぞれ30分

６．特別職の報酬等

区　分
取　得　者

男　性
0人

女　性
0人

計
0人

（4） 職員の分限及び懲戒の処分状況（令和元年度）
①分限処分
免　職
0人

休　職
0人

降　任
0人

降　給
0人

計
0人

②懲戒処分
免　職 停　職

0人0人
減　給
1人

戒　告
5人

計
6人

内
容

①高度救命処置手当　　　1回 1,000円
③機関手当　　　　　　　1回 100円
⑤救助業務手当 1回　200～500円
⑦防疫等作業手当 1日 3,000円～4,000円

②救急業務手当 1回　100～200円
④災害業務手当 1回　200円
⑥救急艇出動手当 1回　200円

１　借家・借間に居住している職員：
　　　 27,000円を限度に家賃に応じて支給
○　国の制度との異同：国と同じ

１　交通機関などの利用者：
　　　 55,000円を限度に運賃に応じて支給
２　交通用具の利用者：
　　　 使用距離に応じて、2,400円～32,700円を支給
○　国の制度との異同：
　　　 １については、国と同じ
　　　 ２については、国は2,000円～31,600円を支給

新規採用者8人
（会計年度任用職員7人
任期付採用職員1人）
新規採用者4人
退職者３人
失職者１人

※地方公務員法第28条第４項の規定により、1人が失職となっている。

８．職員の健康管理及び
　　公務災害補償制度の状況（令和元年度）

９．公平委員会の状況（令和元年度）

（5） 職員の服務の状況

（6） 職員の研修と勤務成績の評定状況（令和元年度）
①職員研修の実施状況

②勤務成績の評定の状況

区　　　分

宮城県消防学校

受講者数
（延べ数）

23人

研　修　名　等　（人数）

そ　　の　　他
（宮城県主催等）

261人

救急救命東京研修所 2人

合　計 288人

区　　分

総合健康診断

受診者数（延べ数）

244人

内　容　等　（人数）

定期総合診断 350人

・人間ドック（38）　
・脳ドック（9）　
・各種がん検診（197）

・法定健康診断等
　　春季（198）　秋季（152）

　職員の服務規律は、次の条例などに規定し、公務員と
しての綱紀の保持に努めています。
　①職員の服務に関する規則
　②職員の職務に専念する義務の特例に関する条例・規則

県人事委員会より報告を受けた公平委員会の業務の状況
　①勤務条件に関する措置要求　：該当なし
　②不利益処分に関する不服申立：該当なし

（1） 健康診断の状況

（2） 公務災害の認定状況
加　　入　　団　　体

地方公務員災害補償基金　宮城県支部
認定件数
０件

・初任総合教育（2）　・中級幹部科（2）
・上級幹部科（1）　・警防科（2）　
・火災調査科（2）　・予防査察科（2）　
・特殊災害科（2）　・救急救命士再教育講習（2）
・救急救命士処置拡大講習（3）
・指揮隊長教育講習（1）
・救助隊員再教育講習（2）
・救急隊員再教育講習（2）

・人事評価研修（187）　
・時事講演会（44）　・その他（30）

・救急救命士養成（2）

消 防 大 学 校 2人 ・予防科（1）　・女性活躍推進コース（1）

職員がその職務を遂行するに当たり、発揮した能
力及び挙げた業績を把握した上で行われる人事評価
制度を導入し、これを任用、給与、分限その他の人
事管理の基礎とするほか、職員の人材育成や組織全
体の士気及び公務能率の向上を図る目的として活用
します。
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気仙沼・本吉地域広域行政事務組合
人事行政の運営等の状況について

　組合職員の任免、給与、勤務条件などの公平性及び透明性確保のため、地方公務員法及び
組合条例の定めにより、人事行政の運営等の状況について公表します。

１．職員の任免及び職員数に関する状況（特別職を除く）

（1） 職員数の状況

区　分

一般職

消防職

合　計

12（0）人

185（0）人

197（0）人

0人

3人

3人

0人

1人

1人

8人

4人

12人

20（0）人

185（0）人

205（0）人

H31. 4. 1現在
職員数

（うち再任用者数）

R2. 4. 1現在
職員数

（うち再任用者数）

H31. 4. 2～R2. 4. 1
失職者数 新規採用者数退職者数

４．職員数等の状況

（1） 一般行政職の級別職員数の状況
区分 １級

主　事

職員数

構成比

7人

35.0％

２級

主　事

3人

15.0％

３級

係　長
主　任

3人

15.0％

４級

主　幹

5人

25.0％

５級

副館長

1人

5.0％

６級

事務局
次　長

0人

0.0％

1人

5.0％

７級

事務局長
合計

20人

100％

標準的
な職務
内　容

３．職員給与の状況

（1） 職員給与費の状況（一般会計の当初予算）

区　分 職員数
（A）

給　　与　　費
給　料

２．人件費の状況（一般会計決算）

区　分
歳出額
（A）

千円

千円 千円 千円 千円 千円

千円 千円

令和元年度

205人令和２年度 706,674

職員手当

213,213

期末・勤勉手当 計（B） 
１人あたり
給与費
（ B/A ）

277,404 1,197,291 5,840

実質収支 人件費比率
（B／A）

人件費
（B）

2,229,457 16,238 1,486,564 66.7％

（参考）
H30年度の
人件費比率
67.3％

区　　　　分 平均給料月額

259,310円

286,632円

319,143円

327,564円

平均給与月額

301,506円

364,992円

420,458円

408,868円

平均年齢

42.1歳

35.0歳

42.2歳

43.2歳

（2） 部門別職員数の状況

※組合定数条例で職員の定数は211人となっている。

※１　職員手当には退職手当を含みません。
※２　特別職に支給される報酬は含みません。

※平均給与月額は平均給料月額に扶養手当、通勤手当、住居手当などの
手当を加えたものです。

一般行政
部　　門

消防部門

事務局

美術館

消　防

7人

13人

185人

205人

7人

5人

185人

197人

0人

8人

0人

8人

区　　分 職　　員　　数 対前年
増減数 主な増減理由

部　　門

（3） 年齢別職員構成の状況 （令和２年４月１日現在）

（2） 職員の平均給料月額、平均給与月額及び平均年齢の状況
（令和２年４月１日現在）

区分 計

職員数
（人）
構成比
（%）

20歳
未満

3

1.5

20～
23歳

17

8.3

24～
27歳

36

17.6

28～
31歳

38

18.5

32～
35歳

20

9.8

36～
39歳

17

8.3

40～
43歳

28

13.7

44～
47歳

24

11.7

48～
51歳

6

2.9

52～
55歳

6

2.9

56～
59歳

9

4.4

60歳
以上

1

0.5

205

100

（3） 職員の初任給の状況 （令和２年４月１日現在）

（令和２年４月１日現在）

５．職員手当の状況

（1） 期末手当・勤勉手当支給割合
区　分 手　当　の　内　容

７．職員の勤務条件、服務、研修等の状況

（1） 勤務時間（一般職の標準的なもの）
勤務時間

１日７時間45分

始業時間

午前８時30分

終業時間

午後５時15分

休憩時間
午後０時から
　　 午後１時

職制上の段階、職務の級等による加算措置：5％～15％

区　分

期末手当

勤勉手当

計

6月期

1.300月分

0.950月分

2.250月分

12月期

1.300月分

0.950月分

2.250月分

年　計

2.600月分

1.900月分

4.500月分

増減（対前年度）

0.050月分

0.050月分

支
給
割
合

期末手当
勤勉手当

（2） 退職手当支給率
区　分 手　当　の　内　容

１．その他の加算措置：定年前早期退職特例措置（2～20％加算）
２．1人あたり平均支給額：21,680千円

区　分

自己都合

勧奨・定年

勤続20年 勤続25年

19.6695月分

24.586875月分

28.0395月分

33.27075月分

勤続35年

39.7575月分

47.7090月分

最高限度額

47.7090月分

47.7090月分

支
給
率退職手当

（2） 消防職の級別職員数の状況
区分 １級

消防士

職員数

構成比

57人

30.8％

２級

消防士長

47人

25.4％

３級

主　任

19人

10.3％

４級

係　長
所長補佐 消防長

29人

15.7％

５級

出張所長
課長補佐
当直司令
主　　幹

20人

10.8％

６級
次　長
署　長
課　長
副参事
分署長
指揮隊長
12人

6.5％

1人

0.5％

７級

合計

185人

100％

標準的
な職務
内　容

（令和２年４月１日現在）

（令和２年４月１日現在）

（令和２年４月１日現在）

（3） 育児休業の状況（令和元年度）（3） 一般会計における特殊勤務手当
区　　　　　　分

（4） 一般会計における時間外勤務手当

令和元年度

平成30年度

全職種
支給実績（令和元年度決算）
手当の種類（手当数）
支給職員1人あたりの平均支給年額（令和元年度決算）
職員全体に占める手当支給職員の割合（令和元年度決算）

1,678,300円
7種類

11,988円
71.1％

（5） 一般会計におけるその他の手当
区分

扶養
手当

住居
手当

通勤
手当

内　　　　　　　　  容

１　配偶者・父母等：6,500円、子：10,000円
２　その他の扶養親族：１人につき、6,500円
３　特定扶養（満16歳～22歳までの子）：
　　　 １人につき5,000円加算
○　国の制度との異同：国と同じ

支　　給　　総　　額
職員１人あたりの支給年額
支　　給　　総　　額
職員１人あたりの支給年額

39,909,837円
216,901円

32,366,157円
177,836円

区　　分 初任給

一般行政職
大学卒

高校卒

大学卒

高校卒

182,200円

150,600円

208,600円

169,900円

区　　分 初任給

宮城県
（一般行政職）

大学卒

高校卒

大学卒

高校卒

189,600円

155,700円

182,200円

150,600円
消　防　職 国

（一般行政職）

（令和２年４月１日現在）
職　　　名 区分 報酬額

管　　理　　者
副　管　理　者

年額
年額

69,000円
60,000円

職　　　名 区分 報酬額

リアス・アーク美術館
協議会委員 日額 7,400円

ふるさと市町村圏計画広域
活動計画策定住民協議会委員 日額 7,400円

教育長
委　員教育委員会 年額

日額
48,000円
7,400円

弁　護　士
知識経験者

情報公開・
個人情報保護
審査会委員議　長

副議長
議　員

年額
年額
年額

日額
日額

日額

7,400円
8,300円

56,000円
48,000円
46,000円

議　会

議会選出
識見を有
する者 地方公務員法第三条第三

項第二号及び第三号に掲
げる特別職の職員

予算の範囲内
で任命権者が
定める額

監査委員

日額
日額

30,000円
7,400円

合　　計

令和２年度 令和元年度

一 般 行 政 職

消 防 職

宮城県（一般行政職）

　国　（一般行政職）

（令和２年４月１日現在）

（2） 休暇の種類など
種　類 内　　　　容

年次有給休暇 年20日付与
病気休暇 90日以内の必要な期間

その他の休暇 介　護　休　暇：通算して６ヶ月の範囲内で、３回を超えない範囲

特別休暇
（主なもの）

結　婚　休　暇：連続する７日以内
忌　引　休　暇：配偶者10日、血族の父母７日など
夏　季　休　暇：７月～10月までの期間において３日以内
産前・産後休暇：産前８週間以内の申し出た期間、産後８週間
育児時間休暇：１日１時間または１日２回、それぞれ30分

６．特別職の報酬等

区　分
取　得　者

男　性
0人

女　性
0人

計
0人

（4） 職員の分限及び懲戒の処分状況（令和元年度）
①分限処分
免　職
0人

休　職
0人

降　任
0人

降　給
0人

計
0人

②懲戒処分
免　職 停　職

0人0人
減　給
1人

戒　告
5人

計
6人

内
容

①高度救命処置手当　　　1回 1,000円
③機関手当　　　　　　　1回 100円
⑤救助業務手当 1回　200～500円
⑦防疫等作業手当 1日 3,000円～4,000円

②救急業務手当 1回　100～200円
④災害業務手当 1回　200円
⑥救急艇出動手当 1回　200円

１　借家・借間に居住している職員：
　　　 27,000円を限度に家賃に応じて支給
○　国の制度との異同：国と同じ

１　交通機関などの利用者：
　　　 55,000円を限度に運賃に応じて支給
２　交通用具の利用者：
　　　 使用距離に応じて、2,400円～32,700円を支給
○　国の制度との異同：
　　　 １については、国と同じ
　　　 ２については、国は2,000円～31,600円を支給

新規採用者8人
（会計年度任用職員7人
任期付採用職員1人）
新規採用者4人
退職者３人
失職者１人

※地方公務員法第28条第４項の規定により、1人が失職となっている。

８．職員の健康管理及び
　　公務災害補償制度の状況（令和元年度）

９．公平委員会の状況（令和元年度）

（5） 職員の服務の状況

（6） 職員の研修と勤務成績の評定状況（令和元年度）
①職員研修の実施状況

②勤務成績の評定の状況

区　　　分

宮城県消防学校

受講者数
（延べ数）

23人

研　修　名　等　（人数）

そ　　の　　他
（宮城県主催等）

261人

救急救命東京研修所 2人

合　計 288人

区　　分

総合健康診断

受診者数（延べ数）

244人

内　容　等　（人数）

定期総合診断 350人

・人間ドック（38）　
・脳ドック（9）　
・各種がん検診（197）

・法定健康診断等
　　春季（198）　秋季（152）

　職員の服務規律は、次の条例などに規定し、公務員と
しての綱紀の保持に努めています。
　①職員の服務に関する規則
　②職員の職務に専念する義務の特例に関する条例・規則

県人事委員会より報告を受けた公平委員会の業務の状況
　①勤務条件に関する措置要求　：該当なし
　②不利益処分に関する不服申立：該当なし

（1） 健康診断の状況

（2） 公務災害の認定状況
加　　入　　団　　体

地方公務員災害補償基金　宮城県支部
認定件数
０件

・初任総合教育（2）　・中級幹部科（2）
・上級幹部科（1）　・警防科（2）　
・火災調査科（2）　・予防査察科（2）　
・特殊災害科（2）　・救急救命士再教育講習（2）
・救急救命士処置拡大講習（3）
・指揮隊長教育講習（1）
・救助隊員再教育講習（2）
・救急隊員再教育講習（2）

・人事評価研修（187）　
・時事講演会（44）　・その他（30）

・救急救命士養成（2）

消 防 大 学 校 2人 ・予防科（1）　・女性活躍推進コース（1）

職員がその職務を遂行するに当たり、発揮した能
力及び挙げた業績を把握した上で行われる人事評価
制度を導入し、これを任用、給与、分限その他の人
事管理の基礎とするほか、職員の人材育成や組織全
体の士気及び公務能率の向上を図る目的として活用
します。
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①
歴
史･

民
俗
資
料
展
示

「
方
舟
日
記
〜
海
と
山
を
生
き
る
リ
ア
ス
な
く
ら
し
」

当
地
域
の
歴
史
民
俗
・
生
活
文
化
を

【
食
】
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
紐
解
き
、
手
描
き
イ

ラ
ス
ト
や
写
真
を
添
え
て
紹
介
し
ま
す
。

身
近
な
イ
ベ
ン
ト
、
年
中
行
事
な
ど
の

ル
ー
ツ
や
豆
知
識
を
紹
介
す
る
ミ
ニ
展
示

「方
舟
漂
流
記
」
。
今
期
は 

〝ス
ポ
ー
ツ〟
を

テ
ー
マ
と
し
て
展
示
し
ま
す
。

②
収
蔵
美
術
作
品
展
示
　

当
館
と
関
わ
り
の
あ
る
東
北
・
北
海
道
を

中
心
と
し
た
美
術
家
の
作
品
約
70
点
を
作

家
紹
介
と
と
も
に
展
示
し
ま
す
。

③
東
日
本
大
震
災
の
記
録

　
と
津
波
の
災
害
史

当
館
学
芸
員
ら
が
取
材
し
た
記
録
写
真

と
収
集
し
た
被
災
物
品
に
解
説
を
添
え
、

明
治
29
年
・昭
和
８
年
の
津
波
災
害
史
の
資

料
等
と
と
も
に
展
示
し
て
い
ま
す
。
津
波
と

地
域
文
化
の
関
係
、
海
と
と
も
に
生
き
る
地

域
の
未
来
を
考
え
ま
す
。

リ
ア
ス･

ア
ー
ク
美
術
館

教
育
普
及
活
動
の
記
録
展

当
館
で
は
開
館
以
来
、
展
覧
会
事
業
を

行
う
一
方
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
の
工
作
教

室
や
各
種
創
作
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
の
開
催
、
ま
た

学
芸
員
の
出
前
授
業
等
に
よ
る
教
育
普
及

活
動
に
も
力
を
入
れ
て
き
ま
し
た
。

本
展
で
は
そ
の
記
録
資
料
や
工
作
プ
ロ
グ

ラ
ム
な
ど
を
実
際
の
制
作
物
等
も
併
せ
て

展
示
し
、
そ
の
成
果
や
魅
力
を
紹
介
し
ま

す
。 

【観
覧
無
料
】

こ
ん
な
時
こ
そ
絵
を
描
こ
う
よ
！

本
企
画
は
気
仙
沼
市
・
南
三
陸
町
の
小

学
生
を
対
象
と
し
た
絵
画
公
募
展
で
す
。

テ
ー
マ
は
「
あ
ん
な
こ
と
、
こ
ん
な
こ
と
し
た

よ
」
。
入
賞
者
に
は
地
域
商
品
券
（
大
賞
＝

２
万
円
分
、
優
秀
賞
＝
５
千
円
分
）
や
図
書

カ
ー
ド
（
佳
作
＝
千
円
分
）
が
贈
ら
れ
ま

す
。
８
月
末
に
学
校
を
通
じ
て
作
品
募
集

す
る
予
定
で
す
。
小
学
生
の
み
な
さ
ん
！

奮
っ
て
ご
応
募
く
だ
さ
い
！

※

展
覧
会
期
は
11
月
20
日
㊏
～
12
月
26

日
㊐
で
す
。 

【応
募
・観
覧
と
も
に
無
料
】

親
子
で
も
の
づ
く
り
の
楽
し

さ
を
味
わ
う
ク
ラ
フ
ト
教
室
を

夏
休
み
期
間
に
開
講
し
ま
す
。

詳
細
は
学
校
へ
配
布
す
る
チ
ラ

シ
や
７
月
頃
の
当
館
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の
記
事
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【参
加
無
料
・定
員
８
組
・要
事
前
申
込
】

４
月
か
ら
翌
年
３
月
（
毎
月

第
２･

４
日
曜
日
）
ま
で
の
通
年

ゼ
ミ
で
す
。
絵
画
を
基
礎
か
ら

学
び
、
油
彩
画
を
制
作
し
ま
す
。

参
加
は
無
料
。
高
校
生
以
上
が

対
象
で
す
。
詳
細
に
つ
い
て
お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

親
子
ク
ラ
フ
ト
教
室

[

ア
ブ
ラ
ゼ
ミ] 

開
講
！

共
催
展
覧
会（
予
定
）

●
け
せ
も
い
展
／
９
月
９
～
12
日

●
気
仙
沼
市
立
小
中
学
校
図
工･

美
術
作
品
展
・

ユ
ネ
ス
コ
児
童
画
展
／
11
月
５
～
７
日

●
気
仙
沼
市
立
小
中
学
校
児
童
生
徒
書
き

ぞ
め
展
／
２
０
２
２
年
１
月
21
～
23
日

●
気
仙
沼
支
援
学
校
児
童
生
徒
作
品
展
／

２
０
２
２
年
１
月
21
～
27
日

●
気
仙
沼
南
三
陸
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
入
賞

作
品
展
／
２
０
２
２
年
２
月
中
旬
～
３
月

ワークショップからのお知らせ

夏休み
!

当
館
で
は
開
館
以
来
、
絵
画
や
彫
刻
、
工

芸
、
版
画
な
ど
多
く
の
作
品
を
収
蔵
し
て
き

ま
し
た
。
中
に
は
機
会
に
恵

ま
れ
ず
、
庫
内
で
出
番

を
待
ち
わ
び
て
い
る

秀
作
も
数
多
く

あ
り
ま
す
。

「立
体
作
品
観
察
」
と
題
し
た
本
展
で
は
、

そ
の
中
で
も
、
素
材
や
形
状
等
が
特
徴
的
な

立
体
作
品
約
25
点
を
紹
介
し
ま
す
。

作
品
の
素
材
感
、
質
感
等
の
細
部
ま
で

じ
っ
く
り
観
察
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

当
館
で
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡

大
防
止
策
を
実
施
中
で
す
。
ご
来
館
の
際
は

マ
ス
ク
の
着
用
を
必
須
と
し
、
左
記
の
点
に

ご
留
意
く
だ
さ
い
。※

マ
ス
ク
の
な
い
方
は
入

館
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

①
発
熱
や
風
邪
な
ど
の
感
冒
症
状
が
あ
る

方
は
入
館
を
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。
会
場
へ
の

ご
入
場
の
際
は
あ
ら
か
じ
め
検
温
を
す
る
な

ど
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

②
館
内
で
は
マ
ス
ク
を
着
用
し
て
い
た
だ
く

と
と
も
に
、
飛
沫
の
拡
散
を
防
止
す
る
咳
エ

チ
ケ
ッ
ト
を
お
守
り
く
だ
さ
い
。

③
入
館
口
付
近
や
ト
イ
レ
な
ど
に
ア
ル
コ
ー

ル
消
毒
液
ポ
ン
プ
を
設
置
し
て
い
ま
す
の

で
、
こ
ま
め
に
手
指
の
消
毒
を
行
っ
て
く
だ
さ

い
。

④
飛
沫
拡
散
防
止
の
た
め
、
他
の
方
と
の
間

隔
を
あ
け
（
約
２
メ
ー
ト
ル
）
、
大
声
や
近
接

で
の
会
話
を
控
え
て
く
だ
さ
い
。

⑤
会
場
で
は
密
接
を
避
け
る
た
め
入
場
者

数
の
制
限
を
行
う
場
合
が
あ
り
ま
す
。

⑥
チ
ケ
ッ
ト
カ
ウ
ン
タ
ー
お
よ
び
各
室
の
受

付
に
は
シ
ー
ル
ド
を
設
け
、
ス
タ
ッ
フ
の
手
袋

着
用
、
コ
イ
ン
ト
レ
ー
を
用
い
た
金
銭
の
受

け
渡
し
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

令
和
３
年
度
よ
り
、
常
設
展
の
観
覧

料
金
が
左
記
の
通
り
改
定
と
な
り
ま
す
。

４
月
７
日
㊌
〜
５
月
16
日
㊐

８
月
７
日
㊏
〜
８
月
29
日
㊐

リ
ア
ス･

ア
ー
ク
美
術
館
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
展

題＝感 傷
作家＝黒沼 令
制作年＝2012年
素材・技法＝朴・寄せ木
寸法＝110×90×180cm

あ
れ
？

こ
の
人
体
像･･･

所
々
に
穴
が
あ
い
て
い
る
！

･･･

な
ぜ
だ
ろ
う
？

令
和
３
年
度
の
催
事
紹
介

常
設
展

共
通
チ
ケ
ッ
ト
で

①
②
③
を
ご
覧
い

た
だ
け
ま
す
。

りったいさくひんかんさつ
【観
覧
無
料
】

本
展
は
東
北･

北
海
道
在
住
の
若
手
作

家
を
紹
介
す
る
シ
リ
ー
ズ
企
画
で
す
。
第

76
・
77
回
目
と
な
る
２
名
の
作
家
を
個
展

形
式
で
紹
介
し
ま
す
。

圏
域
内
の
小･

中
学
生
を
対
象
に
宮
城
県

内
協
定
施
設
（
博
物
館
等
）
の
常
設
展
等
を

無
料
で
利
用
で
き
る
フ
リ
ー
パ
ス
ポ
ー
ト
を

当
館
受
付
で
即
日
発
行
し
ま
す
。
対
象
日

は
土･
日･
祝
日
、
春･

夏･

秋
・
冬
休
み
期
間

の
開
館
日
（
当
館
は
全
日
無
料
）
。
発
行
は

無
料
で
す
の
で
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ

い
。※

高
校
生
に
は
圏
域
内
用
の
フ
リ
ー
パ

ス
ポ
ー
ト
が
あ
り
ま
す
。

６
月
２
日
㊌
〜
７
月
25
日
㊐

お
得
情
報

【観
覧
無
料
】

観
覧
料
改
定
の
お
知
ら
せ

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
軌
跡

コ
ロ
ナ
対
策
万
全
で
や
り
ま
す
!!

方
舟
祭
（
は
こ
ぶ
ね
さ
い
）
は
当
館
主
催
の

市
民
参
加
型
文
化
祭
で
す
。
表
現
活
動
を

行
っ
て
い
る
方
々
の
絵
画
・
写
真
・
手
工
芸
等

の
展
示
を
中
心
と
し
た
発
表
を
週
替
わ
り

で
紹
介
し
ま
す
。
６
月
初
旬
頃
か
ら
参
加

者
を
募
集
す
る
予
定
で
す
。
初
め
て
の
方
も

大
歓
迎
！
お
気
軽
に
ご
参
加
・
ご
来
場
く
だ

さ
い
。
　
　
　

【応
募
・観
覧
と
も
に
無
料
】

東
日
本
大
震
災
発
生
10
年
特
別
企
画
展

東
日
本
大
震
災
発
生
直
後
の
状
況
と
、

10
年
を
経
た
現
在
の
状
況
を
風
景
写
真
で

比
較
し
、
復
旧
復
興
事
業
の
成
果
と
残
さ

れ
た
課
題
の
検
証
や
、
「
伝
承
す
べ
き
こ
と
」

の
再
確
認
、
「
震
災
記
憶
再
生
の
た
め
の
表

現
」
を
考
察
し
ま
す
。

ま
た
、
当
地
域
以
外
の
震
災
後
の
状
況

や
伝
承
施
設
等
に
加
え
、
国
内
外
の
震
災
・

大
規
模
災
害
被
災
地
情
報
を
併
せ
て
紹
介

す
る
予
定
で
す
。 

【観
覧
無
料
】

新
！
方
舟
祭
２
０
２
１

あ
の
時
、
現
在

　
　 

〜
そ
し
て 

こ
れ
か
ら

リ
ア
ス
・
ジ
ュ
ニ
ア

　 

絵
画
コ
ン
ク
ー
ル
vol.
５

フ
リ
ー
パ
ス
ポ
ー
ト
の
ご
案
内

提
示
す
れ
ば
無
料
で
す

①①②②③③④④⑤⑤⑥⑥

ご
来
館
の
際
の
お
願
い

２
月
５
日
㊏
〜
３
月
21
日
㊊

９
月
23
日
㊍
〜
10
月
31
日
㊐

2022年

リ
ア
ス･

ア
ー
ク
美
術
館

R
IA
S A
R
K
 M
U
SEU

M
 O
F A
R
T

̶開館時間̶
午前９時 30 分～午後５時

※最終入館は午後４時 30 分まで

̶休館日̶
毎週月･火曜日、祝日の翌日
年末年始・メンテナンス休館

̶常設展観覧料̶
一般：500（400）円

大学生･専門学生：400（300）円
高校生：300（200）円
小･中学生：150（100）円
※（）は 20 名以上の団体料金

̶所在・連絡先̶
〒988-0171気仙沼市赤岩牧沢138-5

TEL：0226-24-1611
FAX：0226-24-1448

Email：riasark.m@nifty.com
http://www.riasark.com

※展覧会の会期等は都合により変更となる場合
があります。ご利用の際は事前にチラシやホー
ムページ等にてご確認ください。
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①
歴
史･

民
俗
資
料
展
示

「
方
舟
日
記
〜
海
と
山
を
生
き
る
リ
ア
ス
な
く
ら
し
」

当
地
域
の
歴
史
民
俗
・
生
活
文
化
を

【
食
】
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
紐
解
き
、
手
描
き
イ

ラ
ス
ト
や
写
真
を
添
え
て
紹
介
し
ま
す
。

身
近
な
イ
ベ
ン
ト
、
年
中
行
事
な
ど
の

ル
ー
ツ
や
豆
知
識
を
紹
介
す
る
ミ
ニ
展
示

「方
舟
漂
流
記
」
。
今
期
は 

〝ス
ポ
ー
ツ〟
を

テ
ー
マ
と
し
て
展
示
し
ま
す
。

②
収
蔵
美
術
作
品
展
示
　

当
館
と
関
わ
り
の
あ
る
東
北
・
北
海
道
を

中
心
と
し
た
美
術
家
の
作
品
約
70
点
を
作

家
紹
介
と
と
も
に
展
示
し
ま
す
。

③
東
日
本
大
震
災
の
記
録

　
と
津
波
の
災
害
史

当
館
学
芸
員
ら
が
取
材
し
た
記
録
写
真

と
収
集
し
た
被
災
物
品
に
解
説
を
添
え
、

明
治
29
年
・昭
和
８
年
の
津
波
災
害
史
の
資

料
等
と
と
も
に
展
示
し
て
い
ま
す
。
津
波
と

地
域
文
化
の
関
係
、
海
と
と
も
に
生
き
る
地

域
の
未
来
を
考
え
ま
す
。

リ
ア
ス･

ア
ー
ク
美
術
館

教
育
普
及
活
動
の
記
録
展

当
館
で
は
開
館
以
来
、
展
覧
会
事
業
を

行
う
一
方
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
の
工
作
教

室
や
各
種
創
作
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
の
開
催
、
ま
た

学
芸
員
の
出
前
授
業
等
に
よ
る
教
育
普
及

活
動
に
も
力
を
入
れ
て
き
ま
し
た
。

本
展
で
は
そ
の
記
録
資
料
や
工
作
プ
ロ
グ

ラ
ム
な
ど
を
実
際
の
制
作
物
等
も
併
せ
て

展
示
し
、
そ
の
成
果
や
魅
力
を
紹
介
し
ま

す
。 

【観
覧
無
料
】

こ
ん
な
時
こ
そ
絵
を
描
こ
う
よ
！

本
企
画
は
気
仙
沼
市
・
南
三
陸
町
の
小

学
生
を
対
象
と
し
た
絵
画
公
募
展
で
す
。

テ
ー
マ
は
「
あ
ん
な
こ
と
、
こ
ん
な
こ
と
し
た

よ
」
。
入
賞
者
に
は
地
域
商
品
券
（
大
賞
＝

２
万
円
分
、
優
秀
賞
＝
５
千
円
分
）
や
図
書

カ
ー
ド
（
佳
作
＝
千
円
分
）
が
贈
ら
れ
ま

す
。
８
月
末
に
学
校
を
通
じ
て
作
品
募
集

す
る
予
定
で
す
。
小
学
生
の
み
な
さ
ん
！

奮
っ
て
ご
応
募
く
だ
さ
い
！

※

展
覧
会
期
は
11
月
20
日
㊏
～
12
月
26

日
㊐
で
す
。 

【応
募
・観
覧
と
も
に
無
料
】

親
子
で
も
の
づ
く
り
の
楽
し

さ
を
味
わ
う
ク
ラ
フ
ト
教
室
を

夏
休
み
期
間
に
開
講
し
ま
す
。

詳
細
は
学
校
へ
配
布
す
る
チ
ラ

シ
や
７
月
頃
の
当
館
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の
記
事
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【参
加
無
料
・定
員
８
組
・要
事
前
申
込
】

４
月
か
ら
翌
年
３
月
（
毎
月

第
２･

４
日
曜
日
）
ま
で
の
通
年

ゼ
ミ
で
す
。
絵
画
を
基
礎
か
ら

学
び
、
油
彩
画
を
制
作
し
ま
す
。

参
加
は
無
料
。
高
校
生
以
上
が

対
象
で
す
。
詳
細
に
つ
い
て
お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

親
子
ク
ラ
フ
ト
教
室

[

ア
ブ
ラ
ゼ
ミ] 

開
講
！

共
催
展
覧
会（
予
定
）

●
け
せ
も
い
展
／
９
月
９
～
12
日

●
気
仙
沼
市
立
小
中
学
校
図
工･

美
術
作
品
展
・

ユ
ネ
ス
コ
児
童
画
展
／
11
月
５
～
７
日

●
気
仙
沼
市
立
小
中
学
校
児
童
生
徒
書
き

ぞ
め
展
／
２
０
２
２
年
１
月
21
～
23
日

●
気
仙
沼
支
援
学
校
児
童
生
徒
作
品
展
／

２
０
２
２
年
１
月
21
～
27
日

●
気
仙
沼
南
三
陸
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
入
賞

作
品
展
／
２
０
２
２
年
２
月
中
旬
～
３
月

ワークショップからのお知らせ

夏休み
!

当
館
で
は
開
館
以
来
、
絵
画
や
彫
刻
、
工

芸
、
版
画
な
ど
多
く
の
作
品
を
収
蔵
し
て
き

ま
し
た
。
中
に
は
機
会
に
恵

ま
れ
ず
、
庫
内
で
出
番

を
待
ち
わ
び
て
い
る

秀
作
も
数
多
く

あ
り
ま
す
。

「立
体
作
品
観
察
」
と
題
し
た
本
展
で
は
、

そ
の
中
で
も
、
素
材
や
形
状
等
が
特
徴
的
な

立
体
作
品
約
25
点
を
紹
介
し
ま
す
。

作
品
の
素
材
感
、
質
感
等
の
細
部
ま
で

じ
っ
く
り
観
察
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

当
館
で
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡

大
防
止
策
を
実
施
中
で
す
。
ご
来
館
の
際
は

マ
ス
ク
の
着
用
を
必
須
と
し
、
左
記
の
点
に

ご
留
意
く
だ
さ
い
。※

マ
ス
ク
の
な
い
方
は
入

館
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

①
発
熱
や
風
邪
な
ど
の
感
冒
症
状
が
あ
る

方
は
入
館
を
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。
会
場
へ
の

ご
入
場
の
際
は
あ
ら
か
じ
め
検
温
を
す
る
な

ど
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

②
館
内
で
は
マ
ス
ク
を
着
用
し
て
い
た
だ
く

と
と
も
に
、
飛
沫
の
拡
散
を
防
止
す
る
咳
エ

チ
ケ
ッ
ト
を
お
守
り
く
だ
さ
い
。

③
入
館
口
付
近
や
ト
イ
レ
な
ど
に
ア
ル
コ
ー

ル
消
毒
液
ポ
ン
プ
を
設
置
し
て
い
ま
す
の

で
、
こ
ま
め
に
手
指
の
消
毒
を
行
っ
て
く
だ
さ

い
。

④
飛
沫
拡
散
防
止
の
た
め
、
他
の
方
と
の
間

隔
を
あ
け
（
約
２
メ
ー
ト
ル
）
、
大
声
や
近
接

で
の
会
話
を
控
え
て
く
だ
さ
い
。

⑤
会
場
で
は
密
接
を
避
け
る
た
め
入
場
者

数
の
制
限
を
行
う
場
合
が
あ
り
ま
す
。

⑥
チ
ケ
ッ
ト
カ
ウ
ン
タ
ー
お
よ
び
各
室
の
受

付
に
は
シ
ー
ル
ド
を
設
け
、
ス
タ
ッ
フ
の
手
袋

着
用
、
コ
イ
ン
ト
レ
ー
を
用
い
た
金
銭
の
受

け
渡
し
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

令
和
３
年
度
よ
り
、
常
設
展
の
観
覧

料
金
が
左
記
の
通
り
改
定
と
な
り
ま
す
。

４
月
７
日
㊌
〜
５
月
16
日
㊐

８
月
７
日
㊏
〜
８
月
29
日
㊐

リ
ア
ス･

ア
ー
ク
美
術
館
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
展

題＝感 傷
作家＝黒沼 令
制作年＝2012年
素材・技法＝朴・寄せ木
寸法＝110×90×180cm

あ
れ
？

こ
の
人
体
像･･･

所
々
に
穴
が
あ
い
て
い
る
！

･･･

な
ぜ
だ
ろ
う
？

令
和
３
年
度
の
催
事
紹
介

常
設
展

共
通
チ
ケ
ッ
ト
で

①
②
③
を
ご
覧
い

た
だ
け
ま
す
。

りったいさくひんかんさつ
【観
覧
無
料
】

本
展
は
東
北･

北
海
道
在
住
の
若
手
作

家
を
紹
介
す
る
シ
リ
ー
ズ
企
画
で
す
。
第

76
・
77
回
目
と
な
る
２
名
の
作
家
を
個
展

形
式
で
紹
介
し
ま
す
。

圏
域
内
の
小･

中
学
生
を
対
象
に
宮
城
県

内
協
定
施
設
（
博
物
館
等
）
の
常
設
展
等
を

無
料
で
利
用
で
き
る
フ
リ
ー
パ
ス
ポ
ー
ト
を

当
館
受
付
で
即
日
発
行
し
ま
す
。
対
象
日

は
土･

日･

祝
日
、
春･

夏･

秋
・
冬
休
み
期
間

の
開
館
日
（
当
館
は
全
日
無
料
）
。
発
行
は

無
料
で
す
の
で
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ

い
。※

高
校
生
に
は
圏
域
内
用
の
フ
リ
ー
パ

ス
ポ
ー
ト
が
あ
り
ま
す
。

６
月
２
日
㊌
〜
７
月
25
日
㊐

お
得
情
報

【観
覧
無
料
】

観
覧
料
改
定
の
お
知
ら
せ

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
軌
跡

コ
ロ
ナ
対
策
万
全
で
や
り
ま
す
!!

方
舟
祭
（
は
こ
ぶ
ね
さ
い
）
は
当
館
主
催
の

市
民
参
加
型
文
化
祭
で
す
。
表
現
活
動
を

行
っ
て
い
る
方
々
の
絵
画
・
写
真
・
手
工
芸
等

の
展
示
を
中
心
と
し
た
発
表
を
週
替
わ
り

で
紹
介
し
ま
す
。
６
月
初
旬
頃
か
ら
参
加

者
を
募
集
す
る
予
定
で
す
。
初
め
て
の
方
も

大
歓
迎
！
お
気
軽
に
ご
参
加
・
ご
来
場
く
だ

さ
い
。
　
　
　

【応
募
・観
覧
と
も
に
無
料
】

東
日
本
大
震
災
発
生
10
年
特
別
企
画
展

東
日
本
大
震
災
発
生
直
後
の
状
況
と
、

10
年
を
経
た
現
在
の
状
況
を
風
景
写
真
で

比
較
し
、
復
旧
復
興
事
業
の
成
果
と
残
さ

れ
た
課
題
の
検
証
や
、
「
伝
承
す
べ
き
こ
と
」

の
再
確
認
、
「
震
災
記
憶
再
生
の
た
め
の
表

現
」
を
考
察
し
ま
す
。

ま
た
、
当
地
域
以
外
の
震
災
後
の
状
況

や
伝
承
施
設
等
に
加
え
、
国
内
外
の
震
災
・

大
規
模
災
害
被
災
地
情
報
を
併
せ
て
紹
介

す
る
予
定
で
す
。 

【観
覧
無
料
】

新
！
方
舟
祭
２
０
２
１

あ
の
時
、
現
在

　
　 

〜
そ
し
て 
こ
れ
か
ら

リ
ア
ス
・
ジ
ュ
ニ
ア

　 

絵
画
コ
ン
ク
ー
ル
vol.
５

フ
リ
ー
パ
ス
ポ
ー
ト
の
ご
案
内

提
示
す
れ
ば
無
料
で
す

①①②②③③④④⑤⑤⑥⑥

ご
来
館
の
際
の
お
願
い

２
月
５
日
㊏
〜
３
月
21
日
㊊

９
月
23
日
㊍
〜
10
月
31
日
㊐

2022年

リ
ア
ス･

ア
ー
ク
美
術
館

R
IA
S A
R
K
 M
U
SEU

M
 O
F A
R
T

̶開館時間̶
午前９時 30 分～午後５時

※最終入館は午後４時 30 分まで

̶休館日̶
毎週月･火曜日、祝日の翌日
年末年始・メンテナンス休館

̶常設展観覧料̶
一般：500（400）円

大学生･専門学生：400（300）円
高校生：300（200）円
小･中学生：150（100）円
※（）は 20 名以上の団体料金

̶所在・連絡先̶
〒988-0171気仙沼市赤岩牧沢138-5

TEL：0226-24-1611
FAX：0226-24-1448

Email：riasark.m@nifty.com
http://www.riasark.com

※展覧会の会期等は都合により変更となる場合
があります。ご利用の際は事前にチラシやホー
ムページ等にてご確認ください。
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当
広
域
管
内
に
お
け
る
令
和
２
年
の
火
災

件
数
は
23
件（
昨
年
、
一
昨
年
と
同
数
）で
、
昭

和
47
年
の
広
域
消
防
発
足
以
来
２
番
目
に
少

な
い
件
数
と
な
り
ま
し
た
。

火
災
に
よ
る
負
傷
者
は
７
人（
前
年
比
４
人

増
）で
す
が
、
死
者
は
０
人
で
、
３
年
続
け
て

「
火
災
に
よ
る
死
者
ゼ
ロ
」
を
達
成
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

火
災
種
別
は
、
建
物
火
災
が
13
件（
前
年
比

２
件
減
）、林
野
火
災
が
４
件（
同
４
件
増
）、車

両
火
災
が
１
件（
同
２
件
減
）、船
舶
火
災
が
２

件（
同
２
件
増
）、
そ
の
他
火
災
が
３
件（
同
２

件
減
）と
な
っ
て
い
ま
す
。

出
火
原
因
別
で
は
、最
も
多
い
の
が「
電
灯
・

電
話
等
の
配
線
」（
４
件
）で
、次
に「
放
火
・
放

火
の
疑
い
」と「
こ
ん
ろ
」（
３
件
）と
な
っ
て
い

ま
す
。

月
別
で
は
、最
も
多
い
の
が
５
月
と
12
月
で

５
件
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
季
節
は
、空
気
が
乾
燥
し
風
が

強
く
、ち
ょ
っ
と
し
た
不
注
意
か
ら
林
野
火
災

が
発
生
し
や
す
い
時
季
と
な
り
ま
す
。

林
野
火
災
の
原
因
は
、た
き
火
や
た
ば
こ
の

投
げ
捨
て
な
ど
に
よ
る
も
の
が
ほ
と
ん
ど
で

す
。貴
重
な
財
産
を
守
る
た
め
火
の
取
扱
い
に

は
十
分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。（※

野
外
焼
却
は

法
律
で
原
則
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。）

令
和
２
年
の
救
急
出
動
は
３
０
７
７
件
で
、

２
７
３
３
人
が
搬
送
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、

一
日
平
均
8.4
回
救
急
車
が
出
動
し
、
圏
域
住

民
の
26
人
に
１
人
が
救
急
車
を
利
用
し
た
こ

と
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
ら
を
前
年
と
比
較
す

る
と
、
出
動
件
数
で
３
５
８
件
、
搬
送
人
員

で
２
６
２
人
の
減
少
と
な
っ
て
い
ま
す
。

事
故
種
別
で
は
急
病
が
全
体
の
約
66
％
、

年
齢
別
で
は
65
歳
以
上
の
高
齢
者
が
約
70
％

を
占
め
て
い
ま
す
。

ま
た
、
傷
病
程
度
別
で
は
入
院
加
療
が
必

要
な
中
等
症
が
約
49
％
と
最
も
多
く
、
次
に

入
院
加
療
を
必
要
と
し
な
い
軽
症
が
約
31
％

を
占
め
て
い
ま
す
。

令
和
２
年
の
出
動
件
数
３
０
７
７
件
の
う

ち
、
不
搬
送
が
３
５
５
件
あ
り
ま
す
。

そ
の
う
ち
緊
急
性
な
し
等
は
２
２
０
件
、

誤
報
・
い
た
ず
ら
等
は
35
件
あ
り
ま
し
た
。

本
当
に
救
急
車
が
必
要
な
方
の
た
め
に
、

限
ら
れ
た
台
数
を
最
大
限
に
活
用
で
き
る
よ

う
、
救
急
車
の
適
正
利
用
を
お
願
い
し
ま
す
。

宮
城
県
は
、
夜
間
・
休
日
の
急
な
病
気
や

け
が
で
、
救
急
車
を
呼
ぶ
べ
き
か
迷
う
と
き

や
、
応
急
処
置
の
方
法
が
知
り
た
い
と
き
の

相
談
ダ
イ
ヤ
ル
を
開
設
し
て
い
ま
す
。

看
護
師
等
が
、
受
診
の
必
要
性
や
医
療
機

関
を
案
内
し
ま
す
の
で
、
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

◆
お
と
な
救
急
相
談
　
＃
７
１
１
９

　
平　
日　
　
19
時
〜
翌
８
時

　
土　
曜　
　
14
時
〜
翌
８
時

　
日
曜･
祝
日 

24
時
間

◆
こ
ど
も
夜
間
安
心
コ
ー
ル
＃
８
０
０
０

　
毎　
日　
　
19
時
〜
翌
８
時

ご
自
宅
に
設
置
さ
れ
て
い
る
住
宅
用
火
災

警
報
器
は
正
常
に
作
動
し
ま
す
か
？
電
池
は

切
れ
て
い
ま
せ
ん
か
？
火
災
か
ら「
か
け
が
え

の
な
い
命
」を
守
る
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
維

持
管
理
を
徹
底
し
ま
し
ょ
う
。

住
宅
用
火
災
警
報
器
は
、設
置
か
ら
10
年
が

経
過
す
る
と
、本
体
内
部
の
電
子
部
品
が
劣
化

し
て
火
災
を
感
知
し
な
く
な
る
こ
と
が
あ
る

た
め
、本
体
の
交
換
を
推
奨
し
て
い
ま
す
。

「
設
置
か
ら
10
年
」
を
目
安
に
本
体
を
交
換

し
ま
し
ょ
う
。設
置
し
た
と
き
に
記
入
し
た

「
設
置
年
月
」ま
た
は
、本
体
に
記
載
さ
れ
て
い

る「
製
造
年
」を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

令
和
２
年
の
火
災
に
つ
い
て

３
年
連
続
「
火
災
死
者
ゼ
ロ
」
を
達
成

住
宅
用
火
災
警
報
器
の

　
　
　
維
持
管
理
に
つ
い
て

令
和
２
年
の
救
急
に
つ
い
て

救
急
電
話
相
談 

ご
活
用
く
だ
さ
い

林
野
火
災
の
防
止
に
つ
い
て

令
和
２
年
消
防
統
計

広
域
消
防

広域消防女性活躍推進
オリジナルキャラクター
（左）かなえちゃん
（右）みなみちゃん
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そ
の
他

件数

令和２年
令和元年

令和２年の救急出動のうちの不搬送件数 事故種別  救急活動状況

気仙沼・本吉地域広域行政事務組合消防本部
〒988-0104  宮城県気仙沼市赤岩五駄鱈43番地２  TEL：0226-22-6689　FAX：0226-22-0119　メール：soumu@km-fire.jp　http://www.km-fire.jp/

※入賞作品27点は、4月25日(日）までリアス・アーク美術館で展示されています。

※ 「題名」（撮影地）

氏名（住所）の順

最優秀賞：「気嵐の満船入港」（魚市場）

菊田　清一さん（気仙沼市）

第５回

気仙沼・南三陸

フォトコンテスト入賞作品決定‼
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緊急性なし等
220件

誤報等
35件

その他
32件

不搬送
355件

明らかな死亡
68件

「緊
急
で
す
か
？
本
当
に
⁉
」
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